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１．国際園芸博覧会検討会（令和元年度）の検討経緯

国際園芸博覧会検討会について国際園芸博覧会検討会について

横浜市が開催を目指している国際園芸博覧会について、国が関与して開催する意義と、横
浜市における検討状況を踏まえた今後のあり方について検討を行った。

国際園芸博覧会検討会の検討経緯国際園芸博覧会検討会の検討経緯

第１回（R1.8.29）

1. 検討会の進め方
2. 国際園芸博覧会の

概要
3. 横浜市における国

際園芸博覧会の構
想案

第２回（R1.9.30）

1. 第１回検討会における意
見の概要

2. 横浜市の国際園芸博覧会
の開催承認について

3. 国として国際園芸博覧会
を開催する意義

4. 国際園芸博覧会の経済波
及効果等

5. 国際園芸博覧会構想と検
討会報告の骨子案

6. 横浜市における国際園芸
博覧会の内容の検討状況

第３回（R1.12.18）

1. これまでの検討会
における意見の概
要

2. 国際園芸博覧会検
討会の報告案

3. 横浜市における国
際園芸博覧会の内
容の検討状況につ
いて

国
際
園
芸
博
覧
会
検
討
会
報
告
書
と
り
ま
と
め

国際園芸博覧会検討会後の状況国際園芸博覧会検討会後の状況

政府支持書をAIPHに提出、2020年３月の春会合で正式に承認された。
2020年９月のAIPH会議（Web開催）においても進捗状況を報告した。
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新型コロナウィルスの影響による開催年の変更

※調整中

２．今後開催予定の国際園芸博覧会の状況

新型コロナウイルスの影響により、2021年ドーハは2023年に延期が決定した。
2024年のウッチは2029年に延期の方向、2022年のアルメーレは予定通りである。

2021年 ドーハ国際園芸博覧会
（カタール）

2022年 フロリアード・アルメーレ
（オランダ）

2024年 ウッチ国際園芸博覧会
（ポーランド）

2027年 横浜国際園芸博覧会
（日本）

2022年 フロリアード・アルメーレ
（オランダ）

2023年 ドーハ国際園芸博覧会
（カタール）

2027年 横浜国際園芸博覧会
（日本）

2029年 ウッチ国際園芸博覧会
（ポーランド）

＜従前＞ ＜2020.9.30時点＞



2022年 アルメーレ国際園芸博覧会
開催期間 2022年4月14日～2022年10月9日
開催場所 オランダ国 アルメーレ市（60ha：臨海部の埋立地、アムステルダムより車で25分程度）
想定来場者数 200万人

テーマ Growing Green Cities(成長する緑の都市)

アムステルダム広域都市圏、アルメーレ市における埋立地での博覧会。
将来的に低層住宅地とする計画のため、全体を192の区画に分割し、
各区画の周囲4mに様々な緑化を行うとともに、環境に配慮した博覧会を目指す。

出典18)図：EXPO2022FloriadeHP https://floriade.com/en/（2020年10月08日閲覧）
地図：Google map

＜会場図＞

＜位置図＞

2020.9.30時点の進捗状況
（AIPH博覧会委員会の進捗報告より）

・現時点での参加国：公式参加者14
非公式参加者4
共同館14

・公式参加者への敷地引渡：2021年7月予定

２．今後開催予定の国際園芸博覧会の状況
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＜会場イメージ＞

＜2019.5月時点の状況＞

図：EXPO2022FloriadeHP https://floriade.com/en/（2020年10月08日閲覧）4
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2023年ドーハ国際園芸博覧会
開催期間 2023年10月～2024年3月
開催場所 カタール国ドーハ、アルビッダパーク (170ha）

想定来場者数 300万人

テーマ Green Desert Better Environment
（緑の砂漠よりよい環境）

砂漠地域で初のA1国際園芸博覧会。
カタール建国50周年を機に開催。国際園芸博の開催により、
砂漠地における緑の生活を実現するための解決策提示がテーマ。

図：dohaexpo2021HP    https://www.dohaexpo2021.gov.qa/（2020年10月08日閲覧）、地図：Google map

＜位置図＞

＜会場全景＞

２．今後開催予定の国際園芸博覧会の状況



6図：dohaexpo2021HP    https://www.dohaexpo2021.gov.qa/（2020年10月08日閲覧）

＜会場イメージ＞



３．大阪・関西万博の準備状況

名称
◆日本語（正式）：２０２５年日本国際博覧会

同 （略称）：大阪・関西万博

英 語：EXPO2025,OSAKA,KANSAI,JAPAN

２ ．基本事項
①開催場所

ゆめ しま

夢洲（大阪市臨海部）
②開催期間

2025年4月13日～10月13日
(184日間) 

③来場者数(想定)
約2,800万人

④会場建設費(想定) 
約1,250億円

⑤経済波及効果（試算値）
2.0兆円（建設費約0.4兆円 運営費約0.5兆円 消費支出

約1.1兆円）

主なスケジュール
【2018年】
11月23日 ：誘致決定
12月21日 ：経産大臣に国際博覧会担当大臣を

担務として任命、関係閣僚会議の
設置

【2019年】
1月30日 ：博覧会協会の設立
4月26日 ：万博特措法の公布
5月23日 ：万博特措法（一部）施行
【2020年以降】
9月16日 ：万博特措法（全部）施行

（(法律上の)国際博覧会担当大臣の
任命、内閣に推進本部設置）

12月1日 ：BIE総会（登録承認（目標）
→ 参加招請の開始）

2021年10月～2022年3月：ドバイ万博

１．テーマ・サブテーマ・コンセプト
テーマ ：いのち輝く未来社会のデザイン

“Designing Future Society for Our Lives”
サブテーマ：Saving Lives（いのちを救う）

Empowering Lives（いのちに力を与える）
Connecting Lives（いのちをつなぐ）

コンセプト： People’s Living Lab（未来社会の実験場）
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図：公益社団法人2025年日本国際博覧会協会HP   https://www.expo2025.or.jp/（2020年10月08日閲覧） 8


